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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 着床前後の革新的胚培養法の確立 

研 究 責 任 者 ： 二井 偉暢（九州大学） 

 

２．研究開発の目的 

卵管内で起こる受精から胚盤胞までの着床前の胚発生を再現する胚培養技術の発展は、現在世界

中で行われている基礎研究、畜産、医療など様々な分野に多大な貢献をもたらしてきた。しかし、着床

以降の子宮内で起こる胚発生を再現する培養技術の多くは未だ確立されていない。 

本研究では申請者が開発した着床前後の胚培養技術の改良を行い、これまで経時的解析が困難

であった子宮内で起こる着床とその後の胚発生を子宮外で再現する胚培養技術と発生した胚の解析

技術の開発を行うことを目的とする。 

本胚培養技術は着床以降の胚発生機構解明研究や創薬への貢献が期待される。また、本技術の

動物実験代替法への応用により社会問題となっている医薬品開発コストの削減や動物福祉の課題に

挑む。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では子宮内で起こる着床以降の胚発生を子宮外で再現する胚培養技術の開発を行った。本

研究期間には胚盤胞と子宮内膜細胞の共培養法の開発、および着床後胚から初期器官形成期胚ま

での胚発生を再現するマウス胚培養法の基盤技術の開発に成功した。また、霊長類サル（コモンマー

モセット）の胚盤胞から原腸形成期胚まで発生させる培養技術を確立した。さらに、発生した胚の発生

ステージを詳細に解析するために、組織透明化技術の改良を行い、既存の方法より効率よく解析する

手法を考案した。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究期間に開発した胚培養技術と胚解析技術は着床後の胚発生機構の解明、創薬への応用、

動物実験代替法への応用を目指す。具体的には不妊治療や和牛の畜産で用いられている体外受精



 

における妊娠（着床）率の改善を目指した製品の開発へ応用する。また、動物実験代替法への応用に

向けて企業と連携して安定的に培養が可能な培養装置の開発を目指す。 

 


